
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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　入院患者数及び外来患者数の減少により、医業
収益が減少している一方で、施設・設備の改築・
更新に係る費用の増加が見込まれるため、今後よ
り一層、経営改善に取り組む必要があると考え
る。
　引き続き、医師の確保対策を図るとともに、地
域医療連携による紹介患者数の確保、各病棟間の
柔軟な受入による救急患者数の確保など収益の確
保を図ると同時に経費節減を図りながら、積極的
に経営改善に取り組んでいく。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

47,855,453 48,179,594 49,261,437

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 34,077,241 34,106,897 37,367,806 39,301,664

全体総括

平均値 22.3 22.0 21.3 22.0 20.9平均値 56.7 56.5 57.6 58.3 59.7

25.3当該値 52.3 51.2 49.5 54.0 55.4

平均値 43,624

当該値 23.7 23.7当該値 15,907 16,277 16,863 18,493 19,39350,241 51,010 23.1 24.6当該値 47,026

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 10,842 11,009 11,173 11,881 12,02345,085 44,825

2. 老朽化の状況について

　当院は平成13年度に建築されており、平成28年
度で14年が経過する。本館建築当時に併せて整備
された附属設備等については耐用年数経過が間近
となっていることから、有形固定資産減価償却率
が経年増加傾向となっている。同様に、機械備品
減価償却率も増加傾向にあり、有形固定資産減価
償却率とともに類似病院平均値を上回っているこ
とから、老朽化が進行していると判断できる。
　今後、障害が発生する危険性が増加することが
考えられるため、施設・設備の調査を行いその結
果を分析しながら、計画的な改築・更新を検討・
実施していく必要がある。
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43,981 45,099

69.8 71.2

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

99.7 103.1 87.1 81.6 84.7 平均値89.6 89.6 88.0 86.2 85.7 平均値 69.2 69.1

48,714 48,748

76.6 75.0

平均値 98.6 98.1 97.9 96.6 96.2 平均値

該当数値なし 0.2 8.8 当該値 80.1 81.298.9 94.4 91.8 当該値 10.2 9.9

69.2

当該値 99.1 100.2 102.6 98.0 94.3 当該値 97.0 98.3

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　入院患者1人1日当たり収益及び外来患者1人1日
当たり収益は経年増加傾向となっているが、平成
27年度以降、入院患者数及び外来患者数が減少し
ている影響で経常収支比率、医業収支比率及び病
床利用率が減少傾向となっている。患者数減少の
要因としては、泌尿器科常勤医の一時不在や、地
域連携への取組による他医療機関への紹介などが
考えられる。
　職員給与費対医業収益比率及び材料費対医業収
益比率については、毎年ほぼ同水準で推移してお
り、材料費については類似病院平均値を上回って
いる状況であるため、経費削減等経営改善に取り
組む必要がある。
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80.8

250

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性
　当院は長崎県県南医療圏の急性期医療を担う地
域の中核病院として急性期全般の高度専門的な医
療を提供するほか、地域医療支援病院をはじめ地
域がん診療連携拠点病院、高次脳卒中センター、
災害医療等の機能を担っている。
　また、地域の医療福祉機関との症例検討会や公
開セミナーの開催等による情報発信に取り組み、
地域の健康増進に貢献している。
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経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 学術・研究機関出身 250

経営比較分析表（平成28年度決算）
長崎県長崎県病院企業団　島原病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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②機械備品減価償却率(％)
【65.7】
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【44,050,160】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【49,667】


